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施 策 名

区分

県民生活関連施策の推進（総括）

弱

算 定 方 法

評 価 責 任 者 課長　原田　久

叙勲・褒章受章者の発令件数 刑法犯検挙人員のうち再犯者数の減少

事務の成果として明示できる具体的な結果数値であるため。 選 択 理 由 再犯者率は初犯者数の状況に大きく左右されることから、再犯者数の動向に着目す
る必要があるため。

算 定 方 法叙勲・褒章受章者の発令件数 県警本部の統計数値による実数

kk01
予 算 施 策
コ ー ド

3392

成果と指標
の関係

成果指標A

連 絡 先

達成率

こ れ ま で の 取 組 み

栄典制度は、様々な分野で活躍してきた方々の功績を讃えるため、叙勲・褒章の上申・伝達のほか、県功労賞や県政発足記念日知事表彰、愛顔のえひめ知事表彰の授与を毎年実施して
いる。
地域再犯防止推進（強化）事業費について、平成28年に制定施行された再犯防止推進法に基づき、地方公共団体は地域の状況に応じた再犯防止施策の策定と実施が求められている。
本県では、平成30年度に庁内の検討会議を立ち上げ、令和元年度から２年間は法務省地域再犯防止推進モデル事業の採択を受け、令和３年度から県再犯防止推進計画に基づく出所者
等就労支援及び地域ネットワークづくりに向けた取組を実施している。

県民生活課担 当 部 局 名

施 策 の 内 容

施 策 の 目 標

県民環境部 県民生活局

様々な分野で活躍してきた叙勲・褒章の受章者や知事賞の受賞者の功績を讃える栄典事務を実施し、受賞者を広く顕彰することとしている。
また、犯罪をした者等の円滑な立ち直りを支援し、県民が犯罪の被害を受けることを防止し、誰もが安全に安心して暮らせる社会づくりを目指す。
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2
　県の関与の必要性

　成果指標A

　成果指標B

3

1.25

今 後 予 測 さ れ る
環 境 変 化

順調・向上 成果向
上余地

成果向上は余り望めない

成果
動向

説
　
明高い

施 策 の 評 価

参考：構成事務事業の評価
の平均値

成果動向

栄典制度は、様々な分野で活躍し、県勢の伸展等に功績のあった方々に対する顕彰制度であり、県が関与する意義は高い。
また、犯罪をした者等は、刑事司法手続終了後、地域に帰住していくため、彼らの立ち直りを支援するための体制づくりにおいて、地域社会は、その受け入れ、必要と
される福祉サービス等へ円滑につないでいくことなど、再犯防止推進法に基づく一定の役割を有するため。

栄典事務を適切に遂行するために必要な最小限の額を配分するとともに、事業効果の低下を招かないよう、今後とも効率的な事業実施に努める。
また、犯罪をした者等は、刑事司法手続終了後、地域に帰住していくため、彼らを受け入れ立ち直りを支援するための体制づくりにおいて、地域社会は一定の役割を有しているが、モデル事業は２
年間で終了し、令和３年度以降の国の財政支援についてはない。更生保護は本来国が主体的に取り組んでいくべき内容であることから、今後の財政支援について引き続き国に要望していく。

地域再犯防止推進事業費について、モデル事業終了後の国からの財政支援及び支援対象者に係る個人情報の取扱い等に係る法制度の整備が必要である。

成果向上
余地

順調・向上 説
　
明

2.00

成果向上が可能

令和元年度から２年間は法務省地域再犯防止推進モデル事業の採択を受け、令和３年度から県再犯防止推進計画に基づく出所者等就労支援及び地域ネットワーク
づくりに向けた取組を実施している。

施 策 の 今 後 の 方 向 性 

成果向上が可能

成果向上
余地

説
　
明

横這い成果
動向

○成果動向
発令件数は、年度ごとの基準該当者の状況に左右されるものであり、傾向としては、横ばいである。
○成果向上余地
従来から、国から示された条件の枠内で最大限上申しており、成果向上余地は小さい。



４－１　事務事業管理シート（評価対象事業）

1 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R５）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 1,169 1,110 1,055 950 950 事業費計 6,969 3,693 2,288 2,099

実績 1,048 952 905 国費 6,969 3,693

達成率 111.55% 116.60% 116.57% その他

単位 計画 県費 2,288 2,099

実績 事業費計 4,698 2,970 1,913

達成率 - - - 国費 4,698 2,970 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 1,913 方向３

達成率 - - - 人役 1.5 1.5 1.5

人件費 10,209 10,149 9,075

2 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 48 48 48 48 ― 事業費計 7,217 12,606 9,372 5,203

実績 48 48 48 国費

達成率 - - - その他

単位 計画 14 14 14 14 ― 県費 7,217 12,606 9,372 5,203

実績 13 8 9 事業費計 3,498 3,905 6,967

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 320 316 304 290 ― その他 方向２

実績 293 275 303 県費 3,498 3,905 6,967 方向３

達成率 - - - 人役 2.0 2.0 2.0

人件費 13,612 13,532 12,100

3 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

2成果低迷している
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 185 185 185 185 ― 事業費計 7,915 2,666 5,753 10,068

実績 126 48 83 国費

達成率 - - - その他

単位 計画 県費 7,915 2,666 5,753 10,068

実績 事業費計 7,915 2,666 5,753

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 7,915 2,666 5,753 方向３

達成率 - - - 人役 0.3 0.3 0.3

人件費 2,042 2,030 1,815

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

H24
予定・見込
があれば記

入

芸術文化・スポーツ等の分野において輝かしい業績を上げ県民に夢と希望を与えた者を顕彰する。

栄典事務費（愛顔のえひめ文化・スポーツ賞）
コスト

（単位：千円）

評
価

見
直
し
方
向
性

令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、例年
多くの受賞者を輩出しているスポーツ大会が中止・延期となっ
ているため受賞者が増えていない。令和４年度についても、コ
ロナの感染状況によっては、大会等が中止・延期になる可能
性があり、成果向上余地は小さい。

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 0 ﾌﾛｰ 受賞者数 人

指標種類2 指標名称2

決
算

予
算

成果 0 ﾌﾛｰ
県功労賞・県政発足記念
日知事表彰受章者数

人

指標種類2 指標名称2

成果 0 ﾌﾛｰ 愛顔のえひめ賞受賞者数 人
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

成果 0 ﾌﾛｰ
叙勲・褒章受章者の発令
件数

人

実施
期間

始期 終期

S43
予定・見込
があれば記

入

国の栄典制度に基づく功績者及び県勢の伸展のため功労のあったものを顕彰する。

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

実施
期間

始期 終期

R1
予定・見込
があれば記

入

犯罪をした者等が再び犯罪に陥ることのないよう、抱える課題や生きづらさを踏まえた立ち直り支援を行
う。

指標種類3

地域再犯防止推進（強化）事業費
コスト

（単位：千円）

栄典事務費（愛顔のえひめ文化・スポーツ賞を除く）
コスト

（単位：千円）

指標種類1 指標名称1

　

予算施策名 kk01 県民生活関連施策の推進（総括）

指標名称3

成果 － ﾌﾛｰ
刑法犯検挙人員のうち再
犯者数の減少

人

指標種類2 指標名称2

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

このまま継続

事業の概要

事業の概要

事業の概要

発令件数は、年度ごとの基準該当者の状況に左右されるもの
であり、傾向としては、横ばいである。従来から、国から示され
た条件の枠内で最大限上申しており、成果向上余地は小さ
い。



4 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

4その他

単位 計画 34 44 47 事業費計 0 272 269 267

実績 34 44 国費

達成率 - - - その他 272 269 267

単位 計画 県費

実績 事業費計 0 109 87

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 その他 109 87 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 0.3 0.3

人件費 2,030 1,815

コミュニティ助成事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

H12
予定・見込
があれば記

入

一般財団法人自治総合センターが宝くじの売り上げを財源として、自治会・町内会等のコミュニティ活動に助成（コミュニ
ティ活動用具や祭り用具の整備、集会所の新築、防災資器材の整備等）を行うことにより、コミュニティの健全な発展を
図るとともに、宝くじの普及広報事業を行う。

成果 0 ﾌﾛｰ
一般財団法人自治総合セ
ンターの助成件数

件

指標種類2 指標名称2

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

事業の概要



４－２　事務事業管理シート（評価対象外事業） kk01

1 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R元年度 R2年度 R3年度

事業費計 0 0 7832 0 事業費計 0 0 6,154

国費 7832 国費 6,154

その他 その他

県費 県費

0.1

605

2 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R元年度 R2年度 R3年度

事業費計 0 0 27450 0 事業費計 0 0 27,363

国費 27450 国費 27,363

その他 その他

県費 県費

0.1

605

予算施策名 県民生活関連施策の推進（総括）

評価対象外の理由

予
算

決
算

単年度事業

評価対象外その他の理由（記述）

人役

人件費

新型コロナウイルス感染症対応再犯防止就労確保事業費
コスト

（単位：千円）
コスト

（単位：千円）

孤独・孤立対策緊急総合相談窓口設置等事業費
コスト

（単位：千円）
コスト

（単位：千円）

評価対象外の理由

予
算

決
算

単年度事業

評価対象外その他の理由（記述）

人役

人件費


